
１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

　この地域は、６０才以上の農業者が耕作する面積が、全体の約５４％ある。そのうち、後継者がいない
とされる農地が約７４％もあることから、後継者確保が課題となっている。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　田子地区の農地利用は、地元の中心経営体となる方々が担うほか、新規就農者の受入を促進してい
くことにより対応していく。

　入作を実施している地区もあることから、引き続き地域外からの入作を進めるとともに、更なる中心経
営体の発掘をし、その方への集積も進める。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者について「有」の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について「無」の農業者の耕作面積の合計

（備考）

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における６０才以上の農業者の耕作面積の合計

直近の更新年月日

令和３年２月

当初作成年月日対象地区名（地区内集落名）

田子地区（下田子、舞手、向
山、衣更、七日市、矢田郎、種
子、野々上、池振、長坂、西舘
野、上野、風張、本町、中本
町、下本町）

市町村名

570

田子町

9.7

480

304

78

226



（参考）　中心経営体
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認農

認農

属性
現状

認農

経営作目経営面積

認農

認農

農業を営む
範囲

経営面積

認農

認新

今後の農地の引受けの意向
農業者

（氏名・名称）

認農

認農

水稲、野菜

水稲、葉たばこ、野菜

野菜

水稲

野菜

水稲、野菜

Ｉ

Ｌ

Ｍ

Ａ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｈ

認農

認農 Ｊ

0.9

1.2

2.2

水稲、野菜

肉用牛

水稲、野菜

野菜

葉たばこ

経営作目

1.9

20.0

1.1

2.9

2.5

2.8

5.5

7.0

3.3

水稲、野菜 4.8

肉用牛 4.0

水稲、葉たばこ、野菜 3.1

野菜 3.5

水稲、野菜 3.0

水稲、野菜 2.5

水稲 25.0

野菜 1.8

大字田子

大字田子

大字田子

大字田子

大字田子

大字田子、大字原

大字田子

大字田子

大字田子

野菜 1.8

葉たばこ 1.2

水稲、葉たばこ 2.2

水稲、野菜 5.7

肉用牛 10.0

水稲、野菜 3.8

10.0

水稲、野菜 5.2

肉用牛

64.855.1
計 経営体13

大字田子

大字田子水稲、葉たばこ

2011

大字田子

認農 Ｋ 水稲 6.0 水稲 6.0 大字田子



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）
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　 貸付け等の意向が確認された農地は、２筆、１６aとなっている。

田子字下田子上ミ川原６６

田子字下田子上ミ川原６７

農地の所在（地番）

1,163

500

貸付け 作業委託 売渡

貸付け等の区分（㎡）

1,663 0 02 筆

　農地の貸付け等の意向

　農地中間管理機構の活用方針

　 将来の経営農地の集約化を目指し、農地所有者は、出し手・受け手にかかわらず、原則として、農
地を機構に貸し付けていく。
　 中心経営体が病気や怪我等の事情で営農の継続が困難になった場合には、農地バンクの機能を
活用し、農地の一時保全管理や新たな受け手への付け替えを進めることができるよう、機構を通じて
中心経営体への貸付けを進めていく。


